
最
上
川
河
口
付
近
に
お

け
る
京
田
川
合
流
地
点
の

問
題
に
つ
い
て
、
昨
年
７

月

日
～

日
の
大
雨
時

25

26

に
、
両
河
川
の
水
位
差
が

最
大
１
・
２
㍍
に
達
し
、

京
田
川
の
水
位
が
最
上
川

よ
り
高
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

冨
樫
金
雄
氏
（
三
和
）

が
、
市
土
木
課
か
ら
、
最

上
川
河
口
付
近
の
下
瀬
と
、

京
田
川
広
田
の
水
位
観
測

所
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
、

水
位
比
較
表
を
作
成
。

こ
れ
を
、
市
と
国
交
省

酒
田
河
川
国
道
事
務
所
に

提
出
し
て
い
ま
し
た
。

住
民
主
体
の
期
成
同
盟

会
（
田
中
寿
一
会
長
）
が

５
日
、
国
交
省
と
庄
内
総

合
支
庁
、
市
土
木
課
と
の

話
し
合
い
を
持
ち
、
学
識

者
の
知
見
を
求
め
ま
し
た
。

市
と
国
交
省
は
、
デ
ー

タ
を
グ
ラ
フ
化
し
て
期
成

同
盟
会
に
示
し
（
図
）、「
流

量
、
流
速
が
異
な
る
河
川

が
合
流
す
る
た
め
、
流
れ

の
抵
抗
が
上
流
部
で
水
位

上
昇
の
可
能
性
が
あ
る
」

と
の
こ
と
で
す
。

両
河
川
の
水
位
差
は
今

回
、
初
め
て
デ
ー
タ
と
し

て
明
ら
か
に
な
り
、
冨
樫

氏
の
貴
重
な
調
査
で
す
。

氏
は
、「
皆
川
市
長
が
市

職
員
に
、
住
民
に
寄
り
添

う
よ
う
進
言
し
て
く
れ
た

こ
と
が
、
忙
し
い
中
で
も

担
当
者
が
、
一
市
民
の
要

望
に
親
切
に
対
応
し
て
頂

い
た
お
か
げ
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
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（月２００円程度）
9月 17人 9,350円
8月 31人 19,330円

最
上
川
合
流
地
点
の
水
位
差
１
・
２
㍍

京
田
川
の
流
れ
に
抵
抗
、
上
流
部
の
水
位
上
昇

三和洪水2024年7月25日、26日、27日の水位比較（抜粋）

年 月 日 時 京田川三和藤島川藤島京田川広田最上川下瀬 摘　要広田・下瀬差

2024年7
月25日

1 時 5.26 5.91 0.84 0.76 0.08

2 時 5.27 5.89 0.83 0.80 0.03

3 時 5.26 5.88 0.83 0.84 -0.01

4 時 5.25 5.88 0.84 0.90 -0.06

5 時 5.25 5.89 0.93 0.93 0.00

6時 5.28 5.88 1.04 0.95 0.09

7時 5.30 5.88 1.11 0.97 0.14

8時 5.35 5.92 1.16 0.98 0.18

9時 6.06 6.52 1.20 0.95 0.25

10時 7.53 7.59 1.27 1.00 0.27

11時 8.24 8.57 1.73 1.06 0.67

12時 8.54 9.36 2.06 1.17 0.89

13時 8.63 9.94 2.35 1.35 1.00

14時 8.72 10.26 2.57 1.59 0.98

15時 8.93 10.75 2.79 1.85 0.94

16時 9.08 11.44 2.99 2.09 0.90三和洪水始まる

17時 9.18 12.20 3.17 2.32 0.85

18時 9.28 12.36 3.33 2.57 0.76

19時 9.39 3.52 2.87 藤島最高水位12.43 0.65

20時 9.46 12.23 3.71 3.15 0.56

2024年7
月26日

1時 9.77 11.86 3.96 3.59 0.37

2時 9.81 11.84 3.99 3.71 0.28

3時 9.84 11.65 4.06 3.83 0.23

4時 11.38 4.11 3.91 三和最高水位9.85 0.20

5時 9.84 11.10 3.98 広田最高水位4.12 0.14

6時 9.80 10.83 4.12 4.01 0.11

7時 9.76 10.62 4.11 下瀬最高水位4.03 0.08

8時 9.71 10.39 4.10 4.02 0.08

9時 9.65 10.17 4.05 4.00 水位差最小0.05

10時 9.59 9.94 4.00 3.92 0.08

11時 9.51 9.74 3.93 3.81 0.12

12時 9.42 9.53 3.84 3.67 0.17

13時 9.32 9.32 3.75 3.53 0.22

14時 9.21 9.12 3.64 3.36 0.28

15時 9.07 8.93 3.56 3.23 0.33三和洪水収まる

16時 8.93 8.75 3.47 3.11 0.36

2024年7
月27日

1時 7.16 7.62 2.95 2.15 0.80

2時 6.96 7.51 2.89 2.04 0.85

3時 6.78 7.41 2.82 1.91 0.91

4時 6.61 7.30 2.76 1.78 0.98

5時 6.46 7.19 2.70 1.67 1.03

6時 6.34 7.09 2.63 1.58 1.05

7時 6.24 6.98 2.59 1.50 1.09

8時 6.14 6.88 2.54 1.41 1.13

9時 6.06 6.79 2.49 1.33 1.16

10時 5.98 6.71 2.44 1.25 1.19

11時 5.91 6.62 2.38 1.18 水位差最大1.20

12時 5.84 6.54 2.32 1.14 1.18

13時 5.79 6.46 2.25 1.07 1.18

14時 5.74 6.39 2.18 1.03 1.15

15時 5.69 6.32 2.08 1.01 1.07

16時 5.65 6.26 2.01 1.01 1.00

17時 5.62 6.22 1.94 1.02 0.92

t.p.m補正(東京湾の平均海面からの高さ) 三和＋4.65,藤島＋5.56,広田－0.089,下瀬0.0 

　　※冨樫金雄氏（三和）作成の水位比較表から抜粋

京田川合流地点：国交省酒田河川国道事務所

最上川・京田川の水位変動グラフ（国交省酒田河川国道事務所作成）

最上川・京田川の水位変動グラフ（鶴岡市建設部土木課作成）



５
日
発
表
さ
れ
た
皆
川

治
市
長
の
政
策
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
か
ら
、
旧
市
町
村
の

ま
ち
づ
く
り
政
策
を
掲
載

し
ま
し
た
（
左
）。

あ
え
て
注
文
を
言
え
ば
、

「
地
域
振
興
懇
談
会
」
を

「
協
議
会
」
に
し
、
役
員

の
あ
て
職
は
や
め
、
選
挙

で
、
や
る
気
や
意
見
の
あ

る
人
を
選
び
、
報
酬
も
保

障
し
、
住
民
自
治
の
原
点

に
還
る
こ
と
。

新
潟
県
上
越
市
の
実
践

に
学
ぶ
こ
と
で
す
。

暑
さ
の
雑
感

異
常
な
高
温
も
毎
日
と

な
れ
ば
異
常
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
日
本

の
気
候
が
、
亜
熱
帯
気
候

の
域
に
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
は
解
せ
る
話
だ
。

▲
今
年
蝉
の
声
は
聴
き
ま

し
た
か
。
鳴
き
声
の
少
な

さ
は
何
故
な
ん
だ
ろ
う
。

ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
の
鳴
き
始

め
は
去
年
な
ど
と
変
わ
ら

な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、

蝉
が
居
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

柿
畑
に
残
る
抜
け
殻
の
数

と
そ
の
声
は
、
例
年
の
数

％
と
い
う
と
こ
ろ
。
油
蝉

に
至
っ
て
は
そ
の
声
を
畑

で
は
聞
か
な
か
っ
た
感
じ

だ
し
、
抜
け
殻
も
見
た
の

は
一
つ
二
つ
か
。
こ
の
暑

さ
な
ら
、
ま
だ
声
が
し
て

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い

の
に
。
蜩
・
ツ
ク
ツ
ク
ボ

ウ
シ
の
声
は
な
し
。
虫
が

い
な
け
れ
ば
卵
が
な
い
。

今
年
卵
が
な
い
と
な
れ
ば
、

何
年
か
後
に
は
蝉
の
い
な

い
年
に
な
る
事
に
。

▲
郭
公
と
カ
ラ
カ
ラ
ジ（
正

し
く
は
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
）

は
、
托
卵
と
子
育
て
の
関

係
。
共
に
同
じ
頃
帰
っ
た

か
。
郭
公
と
少
し
は
関
係

が
あ
る
か
も
と
思
っ
て
い

る
鶯
は
、
い
つ
も
の
年
よ

り
長
く
さ
え
ず
っ
て
い
た

感
じ
。
燕
は
、
来
る
も
帰

る
も
来
た
数
も
変
わ
ら
な

か
っ
た
模
様
。

▲
夏
の
虫
類
は
ど
う
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
か
。
虫
の
数

が
少
な
く
燕
は
子
育
て
に

苦
労
し
た
と
思
っ
て
い
た

が
、
２
度
孵
し
た
と
聞
い

た
。秋
の
虫
は
と
言
う
と
、

チ
ャ
ン
と
暦
通
り
鳴
き
始

め
た
が
、
ス
イ
ッ
チ
ョ
ン

と
い
う
音
は
何
年
も
聞
い

て
な
い
じ
ゃ
な
い
？

▲
２
１
０
日
と
言
え
ば
、

子
供
の
頃
は
台
風
が
来
る

日
と
教
え
ら
れ
て
い
た
が
、

今
は
年
中
ど
こ
か
で
線
状

降
水
帯
と
や
ら
で
突
風
に

洪
水
だ
。
秋
田
・
新
潟
に

そ
れ
が
あ
っ
て
も
、
有
難

い
事
に
庄
内
は
難
を
逃
れ

て
い
る
ん
だ
。（
石
川
）

聞
虫
声

虫
声(

ち
ゅ
う
せ
い)

を
聞(

き)

く

城
貞
（
藤
の
花
）

既
有
微
涼
秋
気
生

既
に
微
涼

有
り
て
秋
気

生
ず

す
で

び
り
よ
う

あ

し
ゆ
う
き

し
よ
う

蚊
蠅
消
散
候
蟲
鳴

蚊
蠅

消
散
し
て
候
蟲

鳴
く

ぶ
ん
よ
う

し
よ
う
さ
ん

こ
う
ち
ゆ
う

な

連
宵
窓
下
草
叢
処

連
宵

窓
下

草
叢
の
処

れ
ん
し
よ
う

そ

う

か

そ
う
そ
う

と
こ
ろ

促
織
哀
音
切
切
声

促
織

哀
音

切
切
の
声

そ
く
し
よ
く

あ
い
お
ん

せ
つ
せ
つ

こ
え

猛
暑
の
夏
も
終
わ
り
、
す
で
に
わ
ず
か
の
涼
し
さ
を

感
じ
、
秋
の
気
候
に
な
る

蚊
や
ハ
エ
は
い
な
く
な
り
、
秋
の
虫
が
姿
を
見
せ
て

鳴
き
始
め
た

毎
夜
、
窓
辺
の
草
の
生
い
茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

こ
お
ろ
ぎ
が
、
悲
し
い
音
色
で
鳴
く
さ
び
し
い
声
が

聞
こ
え
る

既
＝
も
は
や
。
と
っ
く
に
。
微
涼
＝
わ
ず
か
な
す
ず
し
さ
。
秋
気
＝
秋
の
気
候
。

け
は
い
。
蚊
蠅
＝
カ
と
ハ
エ
。
消
散
＝
散
る
よ
う
に
し
て
。
消
え
て
無
く
な
る
。

候
蟲
＝
秋
の
虫
。
連
宵
＝
毎
夜
。
草
叢
＝
草
の
茂
り
あ
っ
た
所
。
草
む
ら
。
促
織

＝
こ
お
ろ
ぎ
。
哀
音
＝
悲
し
い
音
色
。
切
切
＝
悲
し
く
さ
び
し
げ
な
さ
ま
。

合
併

周
年
、
地
域
を
前
に

20

皆
川
治
市
長
の
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら


